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るため、本訂正発行登録書を提出する。
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【訂正内容】

第一部【証券情報】

第１【募集要項】

１【新規発行社債】

　　（訂正前）

未定

 

　　（訂正後）

　本発行登録により、株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）、株式会社商船三井第23回無

担保社債（社債間限定同順位特約付）及び株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）（別称：

商船三井ブルーオーシャンサステナビリティ債）を、下記の概要にて発行する予定であります。なお、財務上の特約

として、担保提供制限等を特約する予定であります。

＜株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

券面総額又は振替社債の総額：50億円

各社債の金額　　　　　　　：金１億円

発行価格　　　　　　　　　：各社債の金額100円につき金100円

 

＜株式会社商船三井第23回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

券面総額又は振替社債の総額：50億円

各社債の金額　　　　　　　：金１億円

発行価格　　　　　　　　　：各社債の金額100円につき金100円

 

＜株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

券面総額又は振替社債の総額：100億円

各社債の金額　　　　　　　：金10万円

発行価格　　　　　　　　　：各社債の金額100円につき金100円

利率　　　　　　　　　　　：年0.35％～0.80％の範囲内

利率の決定日　　　　　　　：2019年７月12日

申込期間　　　　　　　　　：2019年７月16日から2019年７月26日まで

払込期日　　　　　　　　　：2019年７月29日

利払日　　　　　　　　　　：毎年１月29日及び７月29日

償還期限　　　　　　　　　：2025年７月29日

償還金額　　　　　　　　　：各社債の金額100円につき金100円

信用格付　　　　　　　　　：株式会社日本格付研究所よりＡ－（シングルＡマイナス）の信用格付を取得予定
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２【社債の引受け及び社債管理の委託】

　　（訂正前）

未定

 

　　（訂正後）

　株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）、株式会社商船三井第23回無担保社債（社債間限

定同順位特約付）及び株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）を取得させる際の引受金融商

品取引業者は、次の者を予定しております。

＜株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）＞

社債の引受け

引受人の氏名又は名称 住所

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目９番１号

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

　（注）　上記のとおり、元引受契約を締結する金融商品取引業者のうち、主たるものは大和証券株式会社及びＳＭＢＣ

日興証券株式会社を予定していますが、その他の引受人の氏名又は名称及びその住所並びに各引受人の引受金

額、引受けの条件等については、利率の決定日に決定する予定です。

 

＜株式会社商船三井第23回無担保社債（社債間限定同順位特約付）＞

社債の引受け

引受人の氏名又は名称 住所

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目９番１号

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目５番１号

　（注）　上記のとおり、元引受契約を締結する金融商品取引業者は大和証券株式会社及びみずほ証券株式会社を予定し

ていますが、各引受人の引受金額、引受けの条件等については、利率の決定日に決定する予定です。

 

＜株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）＞

社債の引受け

引受人の氏名又は名称 住所

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目９番１号

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目５番１号

岡三証券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目17番６号

　（注）　各引受人の引受金額、引受けの条件等については、利率の決定日に決定する予定です。

 

　また、株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）の社債管理を委託する社債管理者は、次の

者を予定しております。

社債管理の委託

社債管理者の名称 住所

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号
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３【新規発行による手取金の使途】

（１）【新規発行による手取金の額】

　　（訂正前）

未定

 

　　（訂正後）

＜株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）の払込金額の総額5,000百万円（発行諸

費用の概算額は未定）

 

＜株式会社商船三井第23回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

株式会社商船三井第23回無担保社債（社債間限定同順位特約付）の払込金額の総額5,000百万円（発行諸

費用の概算額は未定）

 

＜株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）の払込金額の総額10,000百万円（発行諸

費用の概算額は未定）

 

（２）【手取金の使途】

　　（訂正前）

　設備資金、運転資金及び借入金返済、社債償還資金、ＣＰ償還資金または関係会社への投融資に充当する予

定であります。

 

　　（訂正後）

　設備資金、研究開発資金、運転資金、借入金返済、社債償還資金、ＣＰ償還資金または関係会社への投融資

に充当する予定であります。

　なお、株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）、株式会社商船三井第23回無担保社

債（社債間限定同順位特約付）及び株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）の手取金

については、当社が策定した環境改善効果のあるグリーンプロジェクト及び社会的課題の解決に資するソー

シャルプロジェクト（ソーシャルプロジェクトに該当する新規プロジェクトのカテゴリーとして、①フィリピ

ン商船大学の設立、②ワークプレイス改革推進。グリーンプロジェクトに該当する既存プロジェクトのカテゴ

リーとして、③バラスト水処理装置、④ＳＯｘ（硫黄酸化物）スクラバー、⑤ＬＮＧ燃料船、⑥ＬＮＧ燃料供

給船、⑦新型ＰＢＣＦ（Propeller Boss Cap Fins）、⑧ウインドチャレンジャー計画。）双方に充当する予

定であります。なお、実際の充当時期までは、現金又は現金同等物として運用予定です。
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【募集又は売出しに関する特別記載事項】
＜株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）、株式会社商船三井第23回無担保社債（社債間限定

同順位特約付）及び株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

サステナビリティボンドとしての適格性について

　当社は、株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）、株式会社商船三井第23回無担保社債

（社債間限定同順位特約付）及び株式会社商船三井第24回無担保社債（社債間限定同順位特約付）について、サステ

ナビリティボンドの発行のために「グリーンボンド原則（Green Bond Principles）2018」（注１）、「ソーシャル

ボンド原則（Social Bond principles）2018」（注２）及び「サステナビリティボンド・ガイドライン

（Sustainability Bond Guidelines）2018」（注３）並びに「グリーンボンドガイドライン2017年版」（注４）に即

したサステナビリティボンドフレームワークを策定し、株式会社日本格付研究所（以下「ＪＣＲ」という）より「Ｊ

ＣＲサステナビリティファイナンス評価」（注５）において最上位評価である「ＳＵ１」の予備評価を取得しており

ます。

（注）１　グリーンボンド原則（Green Bond Principles）2018とは、国際資本市場協会（ＩＣＭＡ）が事務局機能

を担う民間団体であるグリーンボンド原則執行委員会（Green Bond Principles Executive Committee）

により策定されているグリーンボンドの発行に係るガイドラインです。

２　ソーシャルボンド原則（Social Bond principles）2018とは、国際資本市場協会（ＩＣＭＡ）が事務局機

能を担う民間団体であるグリーン・ソーシャルボンド原則執行委員会（Green Bond Principles and

Social Bond Principles Executive Committee）により策定されているソーシャルボンドの発行に係るガ

イドラインです。

３　サステナビリティボンド・ガイドライン（Sustainability Bond Guidelines）2018とは、国際資本市場協

会（ＩＣＭＡ）により策定されているサステナビリティボンドの発行に係るガイドラインです。

４　「グリーンボンドガイドライン2017年版」とは、グリーンボンド原則との整合性に配慮しつつ、市場関係

者の実務担当者がグリーンボンドに関する具体的対応を検討する際に参考とし得る、具体的対応の例や我

が国の特性に即した解釈を示すことで、グリーンボンドを国内でさらに普及させることを目的に、環境省

が2017年３月に策定・公表したガイドラインです。

５　ＪＣＲサステナビリティファイナンス評価とは、評価対象である調達資金がグリーンボンド原則2018及び

ソーシャルボンド原則2018に例示されるプロジェクト等に充当される程度並びに資金使途等にかかる管

理、運営及び透明性確保の取り組みの程度に関する、ＪＣＲの総合的な意見の表明です。

 

＜株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

投資者の情報開示について

　株式会社商船三井第22回無担保社債（社債間限定同順位特約付）の購入を予定している投資者の名称、投資方針や

検討状況、需要額・希望価格及び最終的な購入金額等の情報（個人情報は除く。）については、主幹事である大和証

券株式会社及びＳＭＢＣ日興証券株式会社に対して投資者より情報開示にかかる不同意の申出がない限り、各主幹事

を通じて、当社に開示、提供及び共有される予定です。なお、当社は当該情報について、株式会社商船三井第22回無

担保社債（社債間限定同順位特約付）の募集又は発行に関する目的以外には使用しません。

 

＜株式会社商船三井第23回無担保社債（社債間限定同順位特約付）に関する情報＞

投資者の情報開示について

　株式会社商船三井第23回無担保社債（社債間限定同順位特約付）の購入を予定している投資者の名称、投資方針や

検討状況、需要額・希望価格及び最終的な購入金額等の情報（個人情報は除く。）については、主幹事である大和証

券株式会社及びみずほ証券株式会社に対して投資者より情報開示にかかる不同意の申出がない限り、各主幹事を通じ

て、当社に開示、提供及び共有される予定です。なお、当社は当該情報について、株式会社商船三井第23回無担保社

債（社債間限定同順位特約付）の募集又は発行に関する目的以外には使用しません。
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